
情 報 掲 示 板

　

市
消
防
団
に
よ
る
年
末
特

別
警
戒
を
実
施

　

12
月
25
日（
火
）か
ら
30
日（
日
）

ま
で
、鹿
屋
市
消
防
団
に
よ
る
「
年

末
特
別
警
戒
」
を
行
い
ま
す
。

　

年
末
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
予
防
に
努
め
、
市
民
の
生
命
・

財
産
の
損
失
を
未
然
に
防
止
し
、

地
域
が
明
る
い
新
春
を
迎
え
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
期
間

中
は
、
各
消
防
分
団
に
よ
る
夜
間

の
巡
回
広
報
等
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
注
意
し

て「
火
の
用
心
」に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

○
逃
げ
遅
れ
防
止
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か

け
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、
ふ

る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に
「
応
援

し
た
い
」「
貢
献
し
た
い
」
と
い

う
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
寄
附
金

と
い
う
形
で
応
援
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
応
援
し
た
い
自
治
体
へ

寄
附
し
た
場
合
、「
寄
附
金
受
領

証
明
書
」
を
添
付
し
、
確
定
申
告

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
や

個
人
住
民
税
の
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
鹿
屋
応

援
寄
附
金
」
と
し
て
、
県
外
に
在

住
し
て
い
る
市
出
身
者
等
へ
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
年
末

年
始
に
「
ふ
る
さ
と
鹿
屋
」
に
帰

省
さ
れ
る
、
ご
家
族
、
ご
親
戚
等

へ
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
Ｐ
Ｒ
や

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
か
た
っ

た
寄
附
の
強
要
や
詐
欺
行
為
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
お

申
し
込
み
の
な
い
人
へ
、
電
話

で
振
込
先
を
お
伝
え
し
て
送
金

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

問
市
企
画
調
整
課
（
３
階
）
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●日　　時　平成25年１月30日（水） 13:30～19:00
●場　　所　ホテルさつき苑
●対  象  者　 農商工等連携及び６次産業化に興味の

ある生産者及び商工業者、個人、関係
機関　など

●定　　員　150人
●参  加  費　無料

●内　　容
【第一部・講演会】　
◆講演　13：30～ 15：20
◎『鹿屋 農林水産業の魅力と
　　　地域６次産業化の可能性』
◎講師　鳥巣 研二 氏
　（㈱キースタッフ代表取締役）
◆パネルディスカッション　15：35～ 17：10
　テーマ『大隅地域における農商工連携
　　　　　及び６次産業化等の状況と取組の可能性』
◎コーディネーター　鳥巣 研二 氏　
◎パネリスト
　安藤 勝利 氏
　（鹿児島県オーストリッチ事業協同組合理事長）
　岡本 孝志 氏（株式会社オキス代表取締役）
　辻 雅春 氏（杵屋モン・ドール代表）
　畠中 潤一 氏（県農政部参事）
【第二部・異業種交流会】　17：30～ 19：00

　地域にある豊富な農林水産物を活用した産業振興や
地域経済の活性化を図るためには、生産者と商工業者
等が連携する農商工連携や生産者自らが加工・販売を
行う６次産業化が重要な取組となります。
　生産者と商工業者等の研修・出会い・交流の場・新
たな事業展開を生み出す契機として、「農商工連携・
６次産業化   講演会」＆「異業種交流会」を開催します。

「農商工連携・６次産業化   講演会」＆「異業種交流会」「農商工連携・６次産業化   講演会」＆「異業種交流会」

▲鳥巣 研二 氏

問市産業振興課（２階）　☎0994-31-1180

※交流会参加者は3,500円が必要です。
※ 事前申込が必要です。平成 25 年 1月 16日（水）
までにお申し込みください。講演会、異業種交流会
のいずれかの参加もできます。
※ 申込方法など詳しくは、市産業支援センターホー
ムページをご覧いただくか、お問い合わせください。
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